
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  瑞浪市立陶小学校家庭教育学級委員会のテーマは

「『笑顔が増える子育て』～心がつながるコミュニケーシ

ョン～」です。 

今回は、第２回家庭教育学級「親子運動会」の様子

を紹介します。この会は、昨年度、家庭教育委員会で、

「親子で楽しめる家庭教育学級をやりたいね。」「楽しく

体を動かすのはどうかな？」「運動会で親子競技もなく

なってしまったし・・・。」という話し合いを経て「親子運動

会」を企画・実施となったそうです。参加者に好評だった

ため、今回第２回目の実施となりました。 

プログラムは左のようです。 

子どもチームと大人チーム

にわかれ、全種目、全員参加

で競技をしました。競技前の

整列、競技中の応援など、上

級生が下級生に優しく接して

いる場面が多くありました。 

子どもは親に勝ちたい、親

は簡単には負けないという気

持ちで、自然と熱戦が繰り広

げられました。親子で体を動か

すのを楽しむ姿が随所に見ら

れました。こうした体験は、単な

る楽しい思い出の創出にとどま

らず「絶対的な安心感」「子どもの自立心や自己肯定

感」の基盤となり、「生涯続く信頼関係」となるそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇参加児童へ 直前・直後インタビュー（5 年生・女子） 

直前インタビュー 
「楽しみな種目は？」 
「転がしドッジです。 
理由は、ジャンプして逃
げるのが楽しいからで
す。」 
直後インタビュー 

「めちゃめちゃ、楽しかったです。」 
「転がしドッジ、最後まで残っていましたね。」 
「はい。最後まで（ボールに）あたらず、残っていられたの
で、とてもうれしかったです。」（満足感一杯の表情で） 
 

〇参加者の感想 

「昨年度も家族で参加しました。今年も（親子運動会）

あると聞いて必ず参加しようと思っていました。久しぶり

に運動したこともあって、とても楽しかったです。子どもも

すごく喜んでいました。」 

         親子運動会！ 子どもチーム VS大人チーム 白熱の闘い 

瑞浪市立陶小学校 PTA第 2回家庭教育学級「親子運動会」 
  日 時  令和８年６月 26日（金）1８時 30分～20時 00分 

  場 所  瑞浪市立陶小学校 体育館 

  参加者  児童とその保護者 47名 

２０２６年８月発行                TEL 0573-26-1111〈内線 20８〉 
恵那県事務所振興防災課 家庭教育担当  大島    FAX 0573-25-7129 
〒509-7203 恵那市長島町正家後田 1067-71  MAIL oshima-akihiro@pref.gifu.lg.jp 

東濃地区の子育て・親育ち通信 

「家庭教育なう」は、恵那県事務所の HP からご覧いただくことができます。 QR コード→ 

家庭教育学級で「親子で楽しめる活動」を創り出す 

１ 開会式  

２ ボール送り 

３ 新聞紙リレー 

４ しっぽとり 

～休憩～ 

５ 転がしドッジ 

６ ８の字とび 

７ お菓子食い競争 

８ 閉会式  

運動会終了後、子どもたち数人に感想を聞きましたが、どの子

も「とても楽しかった。」と口々に答えました。笑顔いっぱいでした。  

今回の親子運動会の参加率は、約６０％だったそうです。この参

加率からも、この取組を楽しみにしていたご家庭がたくさんあった

ことがわかりました。参加者の中には外国にルーツがある方もみえ

て、このイベントがある・・・ことで、親と子だけでなく、親同士、こど

も同士のつながりにも役立っていることがわかりました。○専 

 開会式にてグループごとに気合のかけ声 

開会式進行の家庭教育委員と子ども 

人気の「お菓子食い競争」取るコツは
… 

賞状を渡す西尾委員長 優勝は大人 A 

転がしドッジ ボール４つは難易度高し 

競技を支える中学生ボランティア 
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  スマイルアッププログラム２は、「1～3 歳のお子様をも

つママ向けのプログラムです。参加者は子どもを預けて学

びます。はじめから一人前の親なんていません。参加者同

士で話し合い考える中で、自分に合った子育ての仕方を

見つけていきます。ママが笑顔になるプログラムです。」 

＊私たちのルール  時間・ため口 OK・守秘義務・批判非難なし 

体験学習サイクルは「体験（する）→指摘（みる）→分

析（考える）→試みる」を繰り返し、一般化（わかる）を図

ることにより「学び」を日常生活に生かしていくものです。  

このサイクルを習慣化することで、仕事や日々の生活に

おける「学び」の質を高めることができると言われていま

す。人材育成や研修にも広く活用されている手法です。 

日頃の「子育

て」で困っている

ことを改善するこ

とをねらってこの

体験学習サイクルを活用します。仲間と共に考え、検討し、

手立てまで高めることを目指しました。 

例えば「歯磨きが泣きながらムリヤリになってしまう」と

いうような子育てにおける困った事を出し合います。そして、

出し合った一つ一つの困っている事をみんなで共有して、

共に考え、「こんな工夫があるよ。」「それは、こうしてみた

ら」と改善に向けての知恵・手立てを出し合います。そして、

家庭に持ち帰って実践しました。 

 

ファシリテーターの「歯磨きの件、どうだった？」の問い

かけに、「うまくいったんですよ。今は、困っていません。」と

の回答に、「よかったねー。」の声や拍手がわきおこりまし

た。上手くいかないケースでも受容・励ましの声があり、フ

ァシリテーターの方から、的確なケア・サポートの声がいた

だけます。（さすがのアドバイスでした） 

一人一人の悩みをみんなで共有し、共に考え、実践し、

改善を喜び合う「温かい雰囲気」がありました。 

最後の一言では、参加者が口々に共に悩みを打ち明け、

考え合ってくれた仲間への感謝の言葉が聞けました。 

最後の一言（一部紹介します） 

〇最初は、すごく緊張しましたが、最後はここに来るのが

楽しみでした。参加するかどうか迷っていたけれど、参

加してよかったと思います。ここでの学びを活かして「余

裕のある子育て」を目指していきます。 

〇（このプログラム）あと２０回ぐらいできました。（笑）育

児のことは自分のことで、うまく話せるかなとか、話して

も私のことなので、相談してもみんなにとってはどうなの

かな？と思っていました。でも、みんな一生懸命考えてく

れてすごくありがたかったです。（中略）私は「子どもは

どう思っていたのかな。」という視点が抜けていたことに

気付くことができて、とてもよかったです。 

 

＜参加者に感想を伺いました＞ 

私は SUP１を体験していたので、この SUP２も参加し

たいと思っていました。下の子が産まれたのですが、託児

で子どもを預かってもらえたので、安心して参加できまし

た。皆さんと「子育て」についてじっくり学べ、気持ちもリフ

レッシュできて、とてもよかったです。 

こども家庭庁「親子関係形成支援事業」を活用して「親の学び」を支える 

第 6回目の内容（取材日） 

１ 始めの一言 

２ ウォーミングアップ 

３ ふりかえり 

４ サポートネットワーク 

５ 情報提供 

６ 修了証授与 

７ 最後の一言 

８ アンケート記入 

今年度の活動について成果と課題を 

グループごとに交流しました 

土岐市こども家庭課 スマイルアッププログラム２ 委託（             ） 
  取材日  令和８年 6月 17日〈プログラムは全 6回 取材した日は第 6回目（最終回）〉 

  場 所  土岐市文化プラザ ３階  

  参加者  （1歳～3歳までのお子さんを子育て中のママ）８名 

進 行  NPO法人Mama's Cafe奥村美紀さん、稲垣麗奈さん（SUPファシリテーター） 

和気藹々とした雰囲気で話が進みます 

全６回の内容（概要） 

１ SmileUpProgram2 とは 

   トピック出し 

２～４ 体験学習サイクルを活

用して個々の事例につい

て、指摘・分析・仮説化をみ

んなで検討する 

５ 日々のイライラをイライラマ

トリックス図にて分析 

６ ふりかえり 修了証授与 

こども家庭課 長谷川社会福祉士から情報提供 

こども家庭課 鈴木課長から修了証授与 
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  中津川市立阿木中学校で行われました家庭教育委員

会主催 PTA教育講演会について紹介します。 

この講演会の講師は元 J リーグサッカー選手の「山内

寛史」さんでした。演題「夢をもつことと、自分を客観視す

ることの大切さ」サブタイトル「予測不能な世の中を切り

開くためのヒント」からも

わかるように、自分の生

き方を模索する中学生とそ

の保護者にとって、とても

有意義な内容でした。 

 

〇軽妙なやりとりに会場の雰囲気もなごみました。質問に

答えてもらった生徒も満足そうでした。 

〇生徒会長お礼の言葉 

「夢をもつことが大事だと

わかりました。自分にはま

だはっきりとした夢はない

けれど、今日のお話にあったように、自分の好きなことは

あるので、そのことをしっかりとやっていきたいと思います。」 

＊講演会後、山内さんとの懇談の中で、「手応えはどうで

したか。」と伺ったところ、「（生徒会長の）お礼の言葉を

聞いて、言いたかったことをつかんでもらえたことがわか

り、うれしかったです。」とおっしゃってみえました。 

〇山内さんは、ご自分の実績をたいへん謙虚にとらえられ、

講演中も中学生の反応を大切されながら、一言一言

かみしめるよう、誠実にお話をされてみえました。 
→この講演会を親子で聴くことでこれからの進路を考える共通の基盤

ができるような気がしました。親子の間で「あなたの熱中できること、
精一杯応援するからね。」そんな会話が聞こえてきそうです。○専 

「つながり」で実現した家庭教育委員会主催 PTA教育講演会 

山内寛史さん教育講演会 主な内容 

１ 家庭教育委員長 挨拶・講師紹介 

２ 山内さん自己紹介・サッカー選手時代の動画にて 

３ 人生の折れ線グラフ 

４ 苦しかった経験・ケガとの闘い 

５ 自分を客観視すると…足りないものが見えてくる 

６ 感謝の気持ちを忘れない 

５ 山内さんと小南先生のトーク＆質問コーナー 

  ・夢を叶える人とそうでない人の違いは？ 

  ・プロの世界はすごいですか。 

  ・どんな気持ちでプレイしていましたか。 など 

６ お礼の言葉（生徒会長） 

７ 全校生徒との記念撮影 

今年度の活動について成果と課題を 

グループごとに交流しました 

「つながり」で実現した山内寛史さんの教育講演会 
１ 阿木中学校勤務の小南先生が職場体験学習にあたって、かねてか 

らサッカーで親交のあった「山内寛史さん」の話を生徒に聞かせた 
いと考えていた。 

２ 山内寛史さんのお父さんは中津川市の出身。 

３ 山内寛史さんは FC岐阜の時に「ホームタウン応援大使」として中津川
市を担当、中津川市と縁が深まりました。 

４ 山内寛史さんを招いてお話を聞くことはできないか検討。 

５ 齋藤校長先生を始め校内での検討、PTA会長ならびに家庭教委員会
の賛同もあって、家庭教育委員会主催「教育講演会」として企画。 

６ 山内さんもご自身初めての「講演会」ということで、いろいろな思いの中

で快諾され、今回の企画が実現！ 

阿木中学校 PTA教育講演会「夢をもつことと、自分を客観視することの大切さ」 
  日 時   令和８年６月１7日（水）１４時 15分～１５時１５分 

  場 所   中津川市立阿木中学校 体育館 

  講 師   山内寛史さん（元サッカー選手：セレッソ大阪・FC岐阜など） 

参加者   阿木中学校全校生徒 45名、保護者など 22名 

指導・助言 生涯学習スポーツ課 小川弘美家庭教育指導員、嶋倉伸蔵社会教育指導員 

会の司会進行をする西尾家庭教育委員長 

講演会後、笑顔の記念撮影 

小南先生との掛け合いトーク＆質問コーナー 

お礼の言葉と花束を手渡しました 
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  多治見市立精華小学校附属愛児幼稚園には、保護者

の組織として本部役員会を中心に「行事委員会」と「教

養委員会」があります。今回の「マクラメを作ろう」は「教

養委員会」の主催で開催された家庭教育学級です。その

様子を紹介します。 

 「マクラメを作ろう」の講師は早川

由実さんです。在園児の保護者でも

あり、マクラメ作りの講師の資格もお

持ちです。２年前の家庭教育学級で、

マクラメ作りの講師を依頼され、たい

へん好評でしたので、今年で連続して３回目の講師とな

りました。作品も１回目は「キーホルダー」、２回目は「クリ

スマス飾り」、今回は「ストラップ」でした。→ 

マクラメ作りは、様々な結び方を規則的に

繰り返すことで、美しい模様ができあがりま

す。その結び方を習うことができました。 

早川先生から説明を聞き、やってみます。見

て、聞いただけではわかりにくいところもある

ので、本部役員、教養委員の方々が待機してみえ、アシス

タントの役割を行なってみえました。 

【本部役員、教養委員のみなさんは事前に早川先生に

「ストラップ」の作り方を習われたそうです。当日、アシスタ

ントの役割ができるように考えて…とのことです。参加者

が、わからないとき、困ったときに作り方を聞けるための配

慮が行き届いていました。】 

 

〇参加者の交流 

在園児の保護者と卒園児の保護

者が一緒に作業をしていました。随

所に楽しい会話も交わされていて、

作品作りを楽しむとともに、交流も楽

しんでいる様子も伝わってきました。 

〇参加された方の感想 

「これで参加するのは、３回目になりました。マクラメ作

りはとても楽しく、できあがったときにはやり切った感を感

じます。今回、子どもは小学生になりましたが、ぜひ参加し

たいと思っていました。」 

 今回の託児は、本部役員の皆さんが手分けして行われ

ました。こうした配慮で、安心して活動に参加できます。 

〇教養委員会の取組紹介 アルバムおもいでのページ 

教養委員会の取組に、「アルバムづ

くり」があります。卒園にむけて、アンケ

ートをとって「好きな給食」等、ランキン

グなどを「思い出のページ」として作

成したりします。教養委員会と先生方

が協力する形で、アルバムづくりを支

援をしています。今回、その実物を拝

見させていただけました。   → 

まさに、世界に一つしかない宝物で

した。（表紙の絵は、お子さんが描いたものです。） 

幼稚園・保護者の主体的な取組で実施する「家庭教育学級」 

今年度の活動について成果と課題を 

グループごとに交流しました 

多治見市立精華小学校附属愛児幼稚園「マクラメを作ろう」 
  日 時   令和８年７月 2日（木）9時３0分～１１時０0分 

  場 所   多治見市立精華小学校附属愛児幼稚園２階遊戯室 

  参加者   幼稚園の保護者と卒園児の保護者 ２４名 

講 師   早川 由実 さん（園の保護者・マクラメ協会認定講師） 

楽しい！ 習う喜び 普段 おうちではできない「マクラメ」づくり 

ひもを結び合わせて模様や形を作り出すマクラメづくり 楽しさが集中の原動力 

講師の早川先生 

完成した「マクラメ」と一緒に記念撮影 

家庭教育学級の今後の流れを説明する安藤会長・教養委員のみなさん 

マクラメとは 

「マクラメ」とは、編み

針を使わずに、紐や糸

を手で結び合わせて模

様や形を作り出す伝統

的な技法です。タペスト

リーやバッグ、プラント

ハンガーなどの美しい

インテリア雑貨やアクセ

サリーを作ることができ

ます。アラビア語の「交

差して結ぶ」を語源とす

るマクラメは、特別な道

具が不要なため、すぐ

に始められるのが大き

な魅力です。 

おもいで 

まとめていくとアルバムに 
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